
修了式における、修了証授与のひとこま。
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六本木天文クラブの第2期星空案内人®養成講座が無事終了しました。

高梨直紘（東京大学）
平松正顕（国立天文台チリ観測所）

今月のお題

星空の哲学

宇宙図＠オンラインの連続講座を開催します！

　去る 12 月 14 日、10 月から実施していた六本
木天文クラブ主催の星空案内人養成講座の第 2
期プログラムの修了式が行われました。今期の
講座では、28 名の受講生を準星空案内人（準ソ
ムリエ）として認定することができました。これ
で第 1 期と合わせれば、全部で 90 名の準星空
案内人を六本木天文クラブから送り出したことに
なります。
　星空案内人講座は、発祥の地である山形をは
じめ、全国各地で実施されていますが、私たち
が運営する六本木天文クラブがユニークなのはそ
の参加者層です。そのほとんどが、現役で働い
ている世代の方なのです。しかも、女性が多い。
およそ 7 割が女性です。天文ファンと言えば中年
以上の男性というイメージが強いように思われま
すが（……ですよね？）、ここではまったく違った
セクターの人々が参加していることが特徴となっ
ています。
　修了式では毎回、修了生のひとりひとりに今後
の抱負を述べてもらうようにしているのですが、
それを聞いていると、星空案内人を目指す背景
にはさまざまなモチベーションがあることがわか

ります。前から星空に憧れていたので一念発起し
て勉強しにきたという方、お友達と一緒に旅行に
行った時に星空をみんなで楽しみたいから来たと
いう方、自分が面倒を見ている子どもたちに星空
の話をしてあげたいから来たという方など、理由
は人によって千差万別。しかし、この多様性こそが、
宇宙が人々の生活の中に自然とあるような、豊か
な文化を育もうとする時に大事な種になると思う
のです。
　そのように考えれば、星空案内人養成講座と
は大事な種を発芽させ、露地栽培に持っていくま
での苗床のようなもの。となると、次は適切な場
所に苗が根付き、必要に応じて水や肥料を得て、
悪い病気に罹ったり、枯れてしまったりしないよう、
周りからもよく見守られているような環境があるこ
とが、望ましいことと言えるでしょう。そのような
環境にあって着実に成長し、やがては立派な樹と
なって、そこを根城とする新たな生態系がまた育
っていく、というのがイメージとしては美しいよう
に思います。
　なにをもってして立派な樹と呼ぶのかはなかな
か難しいところではありますが、私が思うに、そ
れは自分なりの星空の哲学を持つことです。なぜ

自分は星空を人に見せるのか、その自分なりの
理由を持っている事は、とても大事なことです。
それは、自分ひとりで孤独に追究できなくもない
と思いますが、むしろ、いろいろな人とふれ合い、
対話を重ねていく中で見つけていくものだと思い
ます。六本木天文クラブだけでなく、全国各地で
行われている星空案内人養成講座の中からどん
な哲学が生まれ、新しい文化へと育っていくのか、
楽しみです。
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ネームの長さに応じて、左右の位置を調節して下さい。
（左ページ参照）

このネームは右端ゾロエです。

オビ色と写真の囲み系の
フチの高さは必ず
揃えて下さい。

写真の大きさは
適当にアレンジして下さい。
色地の外側に5ｍｍ～8ｍｍ程度
伸ばしてもＯＫです。
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写真を色地内に納める場合は
この位置に揃えて下さい。
（191ｍｍ[ケイ幅含む]）
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